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長町・利府断層の最深部で発生した1998年９月15日の地震（M5.0）について

On M5.0 earthquake that occurred at the deeepest portion of Nagamachi-Rifu Fault on

September 15, 1998
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1 9 9 8年９月1 5日 1 6時2 4分に仙台市西部でM 5 . 0の地震が発生した．本震および余震の震源分布とメカニズム解の
分布から，今回の地震活動は活断層である長町・利府断層の最深部で発生したと考えられる．前震活動は本震の
破壊の開始点のごく近傍で発生しており，そのメカニズム解は本震のそれと良く一致する．余震域は時間の経過
と共に少しずつ拡大していく傾向が見られ，余震域の周辺部では本震のとは異なるメカニズム解の余震が発生し
ている．1 9 8 9年６月2 4日には今回の地震の震源域の北東側約５km でM 3 . 9の地震が発生した．この地震活動も同
様に長町・利府断層の深部で発生したと推定される．

１．はじめに
1 9 9 8年９月1 5日 1 6時2 4分に仙台市西部でM 5 . 0の地震が発生し，多数の前震・余震を伴った．この地震は活断層

である長町・利府断層（確実度２）の近傍で発生しており，この断層との関連が注目される．そこで，この地震
活動の詳細を調べたので報告する．

２．余震の震源分布
東北大学微小地震観測網と震源近傍の気象庁観測点のデータを用いて，均一観測点法（Ｐ波９点，Ｓ波２点）

により前震・本震および余震の震源再決定をおこなった．再決定された震源は，ほぼ北西方向に約3 5度で傾斜し
たおよそ３x３km2 の広がりを持つ面上に分布している．本震は余震域の最深部の深さ約12.5kmで発生し，そのご
く近傍では９月1 2日から顕著な前震活動が見られた．震源決定された前震は2 6個あり，最大の前震はＭ3 . 8である．
Ｐ波初動の押し引き分布から求めた本震のメカニズム解は，北西－南東方向のＰ軸をもつ逆断層型であり，余震
分布から，その北西下がりの節面が断層面であることがわかる．この断層面を地表にまで延長すると長町・利府
断層の地表トレースにほぼ到達することから，この地震は長町・利府断層の最深部での活動であると推察される．

３．余震のメカニズム解
1 5点以上のＰ波初動データから求めた前震および大部分の余震のメカニズム解は，本震とほとんど同じ逆断

層型であり，それぞれのメカニズム解のひとつの節面は余震分布から推定した断層面に良く一致している．また，
余震域は時間と共にわずかではあるが拡大しているように見える．拡大していく余震域の周辺部では，本震のメ
カニズム解と異なるメカニズム解の余震が発生している．例えば，９月1 5日に余震域の最浅部である東端と最深
部の西端でＰ軸が北東～南西方向の逆断層型の余震が，また，余震域の南端部では1 0月2 4日にＰ軸が南東～北西
方向の横ずれ断層型の余震が，さらに，南北方向のＰ軸を持つ逆断層型の余震が余震域の北端部で1 1月1 7日に発
生した．

４．過去の地震活動
今回の地震活動域は福島県から宮城県南部にのびる双葉断層の北側への延長が，長町・利府断層と交差する地

域である．この地域では東北大学微小地震観測網がテレメター観測を開始した1 9 7 5年から1 9 9 8年９月までの期間
に，M４程度の地震が1 9 7 5年８月2 8日（M 4 . 7）と1 9 8 9年６月2 4日（M 3 . 9）の２回発生している．今回の地震の震
源域の約５km 北東側に発生した1 9 8 9年の地震およびその余震（１個）を再決定した結果，今回の地震と同様に長
町・利府断層の深部で発生したと考えられる逆断層型のメカニズム解を示し，余震はその断層面上で発生してい
ることがわかった．


